法政大学図書館一〇〇年史 : 第一編 図書館通史 : 第八章 旧図書館から「八〇年館」図書館へ by 高橋 彦博













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































度 入館 閲覧者 閲覧冊 卒業生総数
1９５６ 83,000 42,000 6７，２３７ 3，１８４ 
1９５７ 94,496 44,704 7２，８５９ 3，７５３ 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































卒業年度 1951 1955 1960 1965 1970 

























































































































































































































































































































年 和漢書 洋書 計
1925 5,576 5，１７４ 10,748 
1929 39,996 1３，５９８ 53,594 
1９３９ 62,698 1８，７４０ 80,438 
1９５０ 1４，６７３ 5１，５９８ 1９２，２７１ 
1９５８ 2０１，８９７ 9２，０４１ 293,938 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年度 1９６５ 1９６６ 1９６７ 1９６８ 1９６９ 1９７０ 1９７１ 1９７２ 1９７３ １９７４ 1９７５ 1９７６ 1９７７ 1９７８ 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全体 法学部 文学部 経済学部 社会学部 経営学部 工学部
大いに満足 0.8 0.4 １．７ 0.4 2．１ 0.9 ０ 
まあまあ満足 5.4 5.5 4.2 5.0 2.8 9.0 7.9 
普通 1８．５ 1９．６ 1１．０ 1３．８ 1９．０ 32.4 1３．２ 
多少不満 43.6 36.5 43.2 47.3 46.5 41.4 50.0 
大いに不満 3１．７ 3８．０ 39.8 3３．５ 29.6 1６．２ 2８．９ 
Hosei University Repository
こ
の
段
階
で
、
図
書
館
は
、
新
図
書
館
建
設
の
指
標
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
図
書
館
長
・
平
井
豊
一
が
総
長
・
中
村
哲
宛
て
に
提出した「新図書館の建築について（答申）」（一九七三年一月八日）によれば、新図書館建設の条件は図書館によ
って以下のように把握されていた（要約）。
い。それにもかかわらず、‐学生の中からｌ「図書館よこせ」の運動が「例の立看板や悪名高いマイクによる連呼の
形で強力におこらなかった」のは「不思議」であると『白書』は一一一一口う（八九。ヘージ）。すでに開始されていた大学
紛
争
は
、
一
般
学
生
の
図
書
館
に
対
す
る
切
実
な
要
望
の
横
を
通
り
過
ぎ
る
嵐
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一般学生の「大きな図書館」という要望に応えるべく新図書館建設課題への取り組みが再開されたのは、一九
七三年においてであった。総合計画作成委員会によって、新図書館構想は、「図書館・研究室棟」の建設計画とし
て討議に付されることになった。
（２）閲覧席現在の閲覧席数は七○○であるが、「私立大学改善要綱」によれば少なくとも昼間部在籍学生数
の
一
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
国
立
大
学
の
「
大
学
図
書
館
施
設
計
画
概
要
」
に
よ
れ
ば
学
生
数
の
二
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
さ
れ
て
い
る
。
法
政
大
学
の
場
合
、
二
、
○
○
○
席
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
（
３
）
自
習
者
図
書
閲
覧
を
求
め
な
い
自
習
目
的
の
入
館
者
は
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
（
試
験
時
は
七
○
パ
ー
セ
ン
ト
）
。
他
大
学
の
（１）蔵書数整理済み図書の冊数は一九七一一年度において約三○万冊である。一九八一一年度には四○万冊に
な
る
で
あ
ろ
う
。
開
架
書
籍
は
五
万
冊
を
必
要
と
し
て
い
る
。
逐
次
刊
行
物
の
製
本
さ
れ
た
冊
数
は
現
在
三
七
、
○
○
○
冊
で
あ
る
が
、
’
九
八
二
年
度
に
は
六
七
、
○
○
○
冊
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
五
○
万
冊
図
書
館
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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に
、
図
書
館
・
研
究
室
棟
と
し
て
立
ち
上
げ
》
先に見た隣接地購入の新事態であった。
総合計画作成委員会の一九七三年度における新図書館建設案の検討は、立地案として、「五一一一年館」（当時の大学
院
）
を
取
り
壊
す
案
を
採
用
し
た
。
新
図
書
館
予
定
地
は
、
狭
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
を
一
巡
し
て
、
「
五
三
年
館
」
跡
地
に
到
達
し
た
のであった。図書館内部資料の「新館建設について」（’九七三年八月）は、この案に賛成している。「五三年館」
に
「
使
用
上
さ
ま
ざ
ま
の
障
害
の
あ
る
こ
と
」
は
確
か
で
あ
る
が
、
「
建
築
後
二
○
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
」
の
で
取
り
壊
し
に
つ
い
て
は
学
内
に
「
相
当
の
異
論
」
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
、
「
五
三
年
館
一
袰
手
に
高
層
で
建
築
す
る
案
」
よ
り
は
「
数
段
良
法
政
大
学
は
、
’
九
七
六
年
、
「
五
八
年
館
」
に
隣
接
す
る
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
Ｉ
ゆ
か
り
の
地
（
一
五
八
六
㎡
）
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
図
書
館
・
研
究
室
棟
建
設
委
員
会
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
、
同
年
中
に
「
図
書
館
・
研
究
棟
の
基
本
設
計
に
関
す
る
仕
様
」
が
確
定
さ
れ
、
翌
一
九
七
七
年
に
は
、
鬼
頭
梓
建
築
事
務
所
に
よ
る
基
本
設
計
と
実
施
設
計
が
な
さ
れ
た
。
竹
中
工
務
店
に
よ
って、地上九階、地下四階、延べ一五、○○○㎡の図書館・研究室棟の施行が着手されたのは一九七八年であり、
’九八○年一○月には、いわゆる「八○年館」の竣工を見た（野田「図書館史」）。かなり素早い用地取得であり、
い」とする判断を示した。
総
合
計
画
作
成
委
員
会
が
一
九
七
三
年
に
ま
と
め
た
新
図
書
館
構
想
は
、
現
在
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
が
建
っ
て
い
る
地
点
、
図
書
館
・
研
究
室
棟
と
し
て
立
ち
上
げ
る
案
と
し
て
、
か
な
り
具
体
的
に
煮
詰
め
ら
れ
た
。
そ
こ
に
、
突
如
、
出
現
し
た
の
が
例
で
も
、
早
稲
田
で
五
○
パ
ー
セ
ン
ト
、
東
京
経
大
で
六
○
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
（
４
）
館
長
図
書
館
は
、
全
学
の
図
書
・
資
料
の
有
効
な
利
用
を
は
か
る
た
め
、
全
学
の
調
整
・
連
絡
者
の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
書
館
長
に
は
、
そ
れ
に
相
応
し
い
位
置
づ
け
が
必
要
で
あ
る
。
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た
。
そ
う
で
は
あ
っ
た
が
、
新
図
書
館
の
竣
工
は
、
法
政
大
学
に
と
っ
て
、
一
九
二
七
年
い
ら
い
の
、
半
世
紀
ぶ
り
の
記
念
す
べ
き
事
業
と
な
っ
た
。
個
人
研
究
室
と
、
い
く
つ
か
の
研
究
所
と
、
そ
し
て
新
図
書
館
を
実
現
し
た
「
八
○
年
館
」
の
登
場
は
、
そ
の
後
の
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
・
タ
ワ
ー
建
設
に
法
政
大
学
が
歩
み
を
す
す
め
る
第
一
歩
と
な
っ
た
。
学
生
た
ち
は
、
「
八
○
年
館
」
が
で
き
る
と
、
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
新
図
書
館
に
向
か
っ
た
。
大
学
の
正
門
か
ら
新
図
書
館
へ
流
れ
る
学
生
の
動
線
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
か
っ
た
。
図
書
館
入
り
口
の
雰
囲
気
が
良
か
っ
た
。
以
下
は
、
小
冊
子
『
法
政
大
学
図
書
館
」
（
１
９
８
０
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
設
計
者
の
言
葉
」
で
あ
る
。
取
得
し
た
土
地
利
用
の
確
定
で
あ
り
、
建
設
工
事
の
進
捗
で
あ
っ
た
。
す
で
に
「
町
田
開
発
」
が
具
体
的
検
討
の
段
階
に
入
っ
て
い
た
。
町
田
の
新
校
地
へ
全
学
移
転
す
る
の
か
、
部
分
移
転
に
と
ど
め
る
の
か
、
学
内
の
世
論
は
二
分
さ
れ
て
い
た
。
「
八
○
年
館
」
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
教
学
の
側
に
町
田
開
発
を
控
え
て
余
分
な
投
資
に
な
り
は
し
な
い
か
と
す
る
慎
重
論
、
消
極
論
が
あ
っ
た
。
大
学
理
事
会
は
、
用
地
取
得
、
建
物
建
設
は
理
事
会
の
専
決
事
項
で
あ
る
と
し
て
、
し
か
も
、
町
田
開
発
を
控
え
た
名
目
上
の
暫
定
措
置
と
し
て
、
「
八
○
年
館
」
建
設
を
積
極
的
に
す
す
め
た
経
過
が
あ
っ
努力であった」（鬼頭梓設計事務所・鬼頭梓）。
簗
で
あ
る
た
め
に
、
図
書
館
と
そ
の
他
の
部
分
の
動
線
の
分
離
、
双
方
に
適
合
す
る
柱
間
の
決
定
な
ど
に
は
特
に
留
意
し
た
。
…
決
し
て
十
分
と
は
い
な
い
床
面
積
の
一
部
を
さ
い
て
、
屋
根
の
か
か
っ
た
大
き
な
屋
外
階
段
を
儲
け
、
そ
れ
に
続
い
て
吹
き
抜
け
の
ロ
ビ
ー
と
サ
ン
ク
ガ
ー
デ
ン
を
し
つ
ら
え
た
の
は
、
こ
の
条
件
の
下
で
、
入
り
易
く
親
し
み
易
い
図
書
館
を
目
指
す
最
大
限
の
「この図書館の建築は、二つ
の下階部分、地下四階から地上一
二
つ
の
研
究
所
、
各
学
部
の
資
料
室
お
よ
び
教
員
研
究
室
と
の
複
合
建
築
で
あ
り
、
図
書
館
は
そ
一階までを占めている（キャンパス側からは地下二階。地上四階Ｉ引用者）。複合建
229 
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書館について一一一一□っ。
時
の
総
長
・
中
村
哲
は
、
「
学
芸
の
府
」
と
し
て
の
大
学
の
図
書
館
で
あ
る
以
上
は
、
「
古
今
東
西
の
書
物
」
を
集
積
す
る
蔵
書
館
で
あ
り
「
知
識
の
宝
庫
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
す
る
開
館
の
辞
を
述
べ
た
。
蔵
書
収
容
能
力
は
六
○
万
冊
、
専
用
面
積
は
六
、
’
二
七
㎡
、
閲
覧
席
数
は
八
○
○
、
開
架
図
書
四
八
、
○
○
○
冊
の
新
図
書
館
で
あ
っ
た
。
開
館
は
一
九
八
一
年
四
月
。
当
時
の
図
書
館
長
・
野
田
正
穂
は
、
法
政
大
学
の
「
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
」
と
な
っ
た
新
図
「
図
書
な
く
し
て
学
問
な
し
。
大
学
が
図
書
館
を
充
実
し
、
こ
れ
を
整
備
さ
せ
る
こ
と
は
遅
き
に
失
し
た
。
し
か
し
、
今
日
、
そ
れ
が
第
一
歩
と
し
て
着
手
さ
れ
た
こ
と
は
、
せ
め
て
も
の
幸
い
で
あ
る
。
大
学
の
教
師
も
学
生
も
時
と
共
に
変
遷
は
あ
る
が
、
大
学
が
学
芸
の
府
と
し
て
重
き
を
な
す
に
は
、
古
来
の
学
問
を
集
積
さ
せ
て
い
る
図
書
館
の
内
実
が
完
備
し
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
…
だ
が
、
図
書
館
は
過
去
の
た
め
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
明
日
の
た
め
の
汲
み
尽
く
す
こ
と
の
で
き
な
い
知
識
の
宝
図書館（80年館）入り口
「本校地区に新しい図書館を建設することは、実に一一一○年来の夢であっ
た
。
そ
の
夢
が
よ
う
や
く
実
現
さ
れ
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
本
学
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
心
か
ら
喜
び
あ
い
た
い
と
思
う
。
…
新
し
い
図
書
館
で
は
い
く
つ
か
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
開
架
部
門
を
拡
充
し
、
新
た
に
オ
ー
デ
ィ
オ
コ
ー
ナ
ー
や
共
同
読
書
室
を
設
け
、
ま
た
逐
次
刊
行
物
な
ど
か
ら
な
る
資
料
部
門
の
充
実
を
は
か
り
、
学
術
資
料
課
を
新
設
し
た
の
は
、
そ
の
具
体
的
な
例
で
あ
る
」
（
小
冊
子
『
法
政
大
学
図
書
館
』
。
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野田図書館長が言う「一一一○年来の夢」としての「八○年館」図書館であった。しかし、’九六○年代から一九
七
○
年
代
に
か
け
て
少
な
く
と
も
五
回
は
立
案
ざ
れ
建
設
が
検
討
さ
れ
る
と
い
う
積
み
重
ね
の
経
過
を
持
つ
新
図
書
館
構
想
に
お
い
て
、
学
生
数
に
見
合
っ
た
座
席
数
は
二
、
○
○
○
、
図
書
収
容
能
力
は
基
数
を
五
○
万
冊
と
し
て
一
○
年
刻
み
で
一
○
万
冊
増
に
対
応
す
る
容
量
と
計
算
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
竣
工
し
た
「
八
○
年
館
」
図
書
館
の
座
席
数
は
八
○
○
で
あ
っ
た
。
現
状
よ
り
、
わ
ず
か
一
○
○
席
ほ
ど
の
増
加
で
あ
っ
た
。
図
書
収
容
能
力
は
六
○
万
冊
で
、
お
そ
ら
く
は
一
○
年
も
経
た
な
い
う
ち
「
八
○
年
館
」
図
書
館
の
出
現
は
、
隣
接
地
取
得
の
機
会
に
大
学
理
事
会
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
研
究
室
・
図
書
館
問
題
に
つ
い
て
の
応
急
措
置
の
産
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
「
八
○
年
館
」
図
書
館
の
姿
は
、
新
図
書
館
構
想
が
積
み
重
ね
ら
れ
る
過
程
で
描
か
れ
たあるべき法政大学中央図書館の姿から、かなりかけ離れたものとなっていた。「八○年館」図書館は、「町田開
に満杯となる容量であった。
そ
こ
に
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
が
あ
り
、
ホ
ー
マ
ー
が
あ
り
、
旧
約
聖
書
が
あ
り
、
プ
ラ
ト
ン
が
あ
り
、
孔
子
が
あ
り
、
老
子
が
あ
る
、
そ
う
い
う
「
古
典
が
残
さ
れ
て
い
る
」
場
と
し
て
大
学
図
書
館
は
あ
れ
、
と
す
る
の
が
中
村
総
長
の
「
八
○
年
館
」
図
書
館
へ
の
〆
ツセージであった。
庫
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
古
今
東
西
の
書
物
を
こ
こ
に
集
積
す
る
必
要
が
あ
る
」
（
小
冊
子
『
法
政
大
学
図書館』。
八
、
町
田
地
区
の
「
学
園
構
想
」
と
「
八
○
年
館
」
図
書
館
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大
学
図
書
館
は
大
学
機
構
の
一
端
で
あ
り
、
大
学
総
体
の
教
学
改
革
の
動
向
に
よ
っ
て
そ
の
位
置
づ
け
が
変
動
さ
せ
ら
れ
、
役
割
を
変
化
さ
せ
ら
れ
る
一
機
関
で
あ
る
。
開
館
す
る
や
い
な
や
、
待
望
久
し
い
新
図
書
館
で
あ
っ
た
と
し
て
、
大
学
図
書
館
と
し
て
の
位
置
が
確
定
さ
れ
、
主
要
な
教
学
機
関
と
し
て
の
役
割
が
確
認
さ
れ
た
「
八
○
年
館
」
図
書
館
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
大
学
総
体
を
包
み
込
ん
で
い
た
教
学
改
革
の
動
き
の
中
に
あ
っ
て
、
「
八
○
年
館
」
図
書
館
の
展
望
は
、
か
な
り
不
安
定
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
新
図
書
館
で
あ
る
「
八
○
年
館
」
図
書
館
は
、
旧
図
書
館
の
す
ぐ
隣
に
立
つ
建
物
と
し
て
建
設
さ
れ
た
が
、
距
離
に
し
て
数
十
メ
ー
ト
ル
と
は
い
え
、
半
世
紀
余
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
旧
図
書
館
・
三
○
万
冊
の
蔵
書
を
丸
ご
と
移
動
す
る
作
業
は
大
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
大
移
動
開
始
の
始
点
に
お
い
て
、
す
で
に
、
大
学
改
革
の
展
開
方
向
に
よ
っ
て
は
、
移
動
し
た
ば
か
り
の
三
○
万
冊
の
蔵
書
の
総
体
、
あ
る
い
は
相
当
部
分
の
再
度
の
移
転
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
業
課
題
が
与
え
ら
れ
て
竣
工
し
た
「
八
○
年
館
」
図
書
館
の
靖
国
神
社
に
面
し
た
生
け
垣
の
中
に
一
面
の
碑
が
設
け
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
中
村
哲
総
長
の
筆
に
な
る
、
明
治
の
時
代
に
そ
の
地
の
住
人
で
あ
っ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ー
を
偲
ぶ
一
文
が
刻
ま
れ
た
。
「
八
○
年
館
」
図
書
館
の
閉
架
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
入
り
口
に
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
る
が
ロ
ビ
ー
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
三
木
清
が
一
六
歳
の
と
き
に
認
め
た
哲
学
を
志
向
す
る
一
文
（
枡
田
啓
三
郎
選
）
が
レ
リ
ー
フ
と
し
て
は
め
込
ま
れ
た
。
中
庭
に
は
、
旧
大
学
院
棟
の
前
庭
に
あ
っ
た
ボ
ア
そ
う
で
は
あ
っ
た
が
、
百
の
観
念
論
議
よ
り
一
つ
の
現
実
施
策
が
有
効
性
を
発
揮
し
た
。
八
○
○
座
席
・
六
○
万
冊
の
「
八
○
年
館
」
図
書
館
は
、
大
学
紛
争
で
荒
れ
果
て
た
市
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
突
如
出
現
し
た
オ
ア
シ
ス
と
し
て
歓
迎
さ
れ
、
機
能
し
た
の
で
発
」
に
よ
っ
て
実
現
が
求
め
ら
れ
｝
館
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ある。
ソ
ナ
ー
ド
の
胸
像
が
移
さ
れ
た
。
に
よ
っ
て
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
理
想
的
な
中
央
図
書
館
と
は
別
の
、
と
り
あ
え
ず
の
措
置
と
し
て
の
、
現
状
対
応
型
図
書
232 
Hosei University Repository
て
い
た
・
た
だ
し
、
学
内
に
全
面
移
転
に
賛
成
し
な
い
意
見
が
強
く
あ
る
こ
と
を
も
付
記
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
鈴木委員会の「中間報告」は、’九六九年の総合計画審議会が、町田地区に「すべての大学の諸施設を集中」
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
答
申
し
て
い
た
こ
と
、
そ
の
後
の
全
学
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
、
総
合
計
画
作
成
委
員
会
、
第
一
次
教
学
問題委員会の討議が、「本学存立のため」には「町田校地への移転が必須の条件」であるとしてきたことの想起を
求
め
る
。
そ
の
上
で
、
今
回
の
第
二
次
教
学
委
に
お
け
る
「
一
応
の
結
論
」
と
し
て
、
「
本
学
の
種
々
の
諸
条
件
に
鑑
み
て
、
新
学
部
の設置および学部・学科の再編成を達するためには、ほぼ一○年以内を目途として、全面移転が不可欠である、
と
の
意
見
が
委
員
会
に
お
い
て
強
く
主
張
さ
れ
た
」
こ
と
を
報
告
し
た
。
さ
ら
に
、
「
中
間
報
告
」
は
、
「
も
と
よ
り
移
転
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
と
も
な
う
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
す
み
や
か
に
一
定
の
結
論
を
打
ち
出
す
こ
と
」
を
「
強
く
要
望
」
し
て
い
た
。
第
二
次
教
学
委
は
、
か
な
ら
ず
し
も
明
確
に
で
は
な
か
っ
た
が
、
事
実
上
、
全
学
移
転
の
方
針
確
定
を
求
め
る
答
申
を
提
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
教
学
委
の
町
田
地
区
へ
の
全
面
移
転
論
は
、
学
内
の
世
論
を
代
表
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
「
中
間
報
告
」
で
、
第
二
次
教
学
委
の
全
面
移
転
論
へ
の
傾
斜
が
表
面
化
す
る
と
、
そ
れ
に
対
す
る
反
対
論
が
、
「
町
田
開
発
」
消
極
論
、
教
教学改革討議資料
次
教
学
委
」
と
略
）
は
、
総
長
・
中
村
哲
あ
て
に
、
ま
ず
、
’
九
七
九
年
六
月
二
六
曰
に
「中間報告」（「教学問題委員会中間報告」）を行ない、次に、一九八○年三月
一七日に「第二次答申」（「教学問題委員会答申」）を行なったが、その内容は、
「町田地区」への全面（全学）移転による教学改革を示唆するものとなっ
いみＬのである。
鈴
木
徹
三
経
済
学
部
教
授
が
議
長
と
な
っ
た
第
二
次
教
学
問
題
委
員
会
（
以
下
「
第
一
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「学園構想」によれば、「町田地区」においては「雑居ビルの解消」がなされ「学部別の建物」が建つことにな
っていた。第一教養部と第二教養部が新学部「教養学部」として独立し、全学が「縦割り」の六学部構成となる。
そして、独立する六つの学部棟には、研究室、資料室のほか「講義に関連した指定図書や一定の参考書」を備え
た
「
学
部
図
書
室
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
六
つ
の
学
部
棟
に
分
散
す
る
「
学
部
図
書室」に対し、地点としての中央に中央図書館が位置することになっていた。ただし、中央図書館が機能的にい
第二次教学委の「第二次答申」は、「付記」の形においてであったが、「本学の長期的発展をはかるためには、
町
田
・
富
士
見
両
地
区
の
有
効
な
活
用
を
は
か
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
部
分
移
転
方
式
の
可
能
性
を
さ
ら
に
追
求
す
べ
き
で
あ
る
と
の意見も提出された」ことを明らかにするものとなったのである。さらに、「富士見地区は都心部の情報、文化機
能
の
集
積
地
に
近
く
、
｜
度
手
放
せ
ば
二
度
と
入
手
す
る
こ
と
の
出
来
な
い
貴
重
な
立
地
で
あ
る
こ
と
を
、
と
く
に
強
調
す
る
意
見
が
あ
っ
た
」
と
付
記
す
る
も
の
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
町
田
地
区
へ
の
移
転
方
式
に
つ
い
て
は
、
全
面
移
転
案
も
ふ
く
め
、
「
今
後
と
も
各
教
授
会
で
審
議
を
つ
づ
け
る
必
要
が
あ
る
」
と
す
る
の
が
、
第
二
次
教
学
委
の
結
論
な
の
で
あ
っ
た
。
第
二
次
教
学
委
が
求
め
た
全
学
的
な
「
審
議
」
の
資
料
の
中
に
、
第
二
次
教
学
委
の
専
門
委
員
会
が
描
い
た
「
町
田
地
区
の
学
園
構
想
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
「
学
園
構
想
」
は
、
町
田
地
区
へ
の
全
面
移
転
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
法
政
大
学
の
新
し
い
姿
学
改
革
消
極
論
、
い
わ
ゆ
る
「
縦
割
り
」
反
対
論
な
ど
を
背
景
に
一
挙
に
浮
上
し
た
。
「
中
間
報
告
」
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
「
慎
重
審
議
」
の
結
果
を
受
け
て
、
第
二
次
教
学
委
は
「
第
二
次
答
申
」
を
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
、
全
面
移
転
の
方
向
を
結
論
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
か
に
中
央
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
、
中
央
図
書
館
構
想
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
。
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第
二
次
教
学
委
の
「
答
申
」
に
お
い
て
は
、
現
在
進
行
中
の
教
学
改
革
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
ち
ょ
う
ど
工
事
が
進
行
中
の
「
新
図
書
館
・
研
究
室
棟
」
（
「
八
○
年
館
こ
の
建
設
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
町
田
地
区
へ
の
全
面
移
転
が
行
な
わ
れ
る
と
し
て
も
「
現
在
建
設
の
図
書
館
・
研
究
室
棟
」
は
「
富
士
見
地
区
に
残
す
べ
き
」
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
た
。
で
は
、
「
学
園
構
想
」
に
描
か
れ
て
い
る
中
央
図
書
館
な
り
「
学
部
図
書
室
」
と
市
ヶ
谷
地
区
に
残
存
す
る
「
八
○
年
館
」
図
書
館
と
の
関
係
は
ど
う
な
る
か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
「
答
申
」
な
り
「
学
園
構
想
」
な
り
が
ふ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
全面移転方式による「町田開発」ではなく、部分移転方式による「町田開発」となって、「八○年館」図書館の
丸
ご
と
再
移
転
と
い
う
事
業
課
題
は
消
え
た
。
残
さ
れ
た
課
題
は
、
町
田
地
区
へ
の
部
分
移
転
に
よ
っ
て
誕
生
す
る
「
多
摩
図
書
館
」
と
「
市
ヶ
谷
図
書
館
」
（
「
八
○
年
館
」
図
書
館
）
の
関
係
構
築
で
あ
り
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
蔵
書
五
○
万
冊
の
二
分
割
方
法
の
策
定
で
あ
っ
た
。
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